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コ〈
D
現目

横
浜
ゴ
ム
は
圏
内
に
四

つ
の
タ
イ
ヤ
生
産
拠
点
を

持
つ
。
中
で
も
1
9
4
4

年
に
操
業
を
開
始
し
た
三

重
工
場
（
三
重
県
伊
勢

市
）
で
は
、
一
日
平
均
で

ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
ク
や
R
V

車
用
タ
イ
ヤ
を
1
万
1
0

0
0本
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク

や
パ
ス
用
タ
イ
ヤ
を
3
5

0
0本
生
産
し
て
い
る
。

ま
た
、
タ
イ
ヤ
の
材
料
と

な
る
ゴ
ム
の
月
間
使
用
量

は
5
0
0
o
Jに
及
ぶ
。

タ
イ
ヤ
の
製
造
工
程
に

お
い
て
ガ
ス
や
電
気
の
消

費
量
が
多
く
、
同
社
で
は

全
工
場
で
さ
ま
ざ
ま
な
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
特
に
三
重

工
場
で
は
生
産
設
備
な
ど

で
改
善
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
七
つ
の
事
例
で
成
果

を
得
た
。
そ
の
一
つ
が
押

出
用
金
型
（
ダ
イ
ス
）
の

加
熱
方
式
の
変
更
で
、
蒸

気
か
ら
電
気
に
よ
る
I
H

加
熱
に
変
え
た
こ
と
で
、

年
間
M
・9
Jの
二
酸
化

炭
素
（
C
O
2）
削
減
、

金
額
に
し
て
年
間
1
2
0

万
円
の
コ
ス
ト
削
減
に
つ

な
が
っ
た
。

同
社
の
タ
イ
ヤ
製
造
工

程
は
、
天
然
ゴ
ム
や
カ
ー

ボ
ン
な
ど
原
料
を
混
ぜ
る

混
合
か
ら
始
ま
り
、
押

出
、
圧
延
、
切
断
、
ワ
イ
ヤ

加
工
、
成
形
、
加
硫
、
検

査
ま
で
8
段
階
に
分
か
れ

て
い
る
。
今
回
、
同
工
場

で
は
中
部
電
力
が
推
奨
す

る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
に

着
目
。
ま
ず
押
出
工
程
の

中
で
の
応
用
を
試
み
た
。

押
出
と
は
、
混
合
し
た

原
料
に
熱
を
加
え
て
タ
イ

ヤ
の
材
料
に
す
る
工
程
の

こ
と
。
そ
の
際
、
押
出
機

の
出
口
の
部
分
に
加
熱
し

た
ダ
イ
ス
を
装
着
す
る
。

IH加熱で口ス低減

押
出
工
程
で
生
産
効
率
向
上

従
来
、
箱
の
中
で
蒸
気
を

利
用
し
て
ダ
イ
ス
を
加
熱

し
て
い
た
。
だ
が
、
箱
に

蒸
気
を
運
ぶ
配
管
か
ら
の

放
熱
や
蒸
気
漏
れ
な
ど
問

題
が
多
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
ロ
ス
が
課
題
だ
っ
た
。

蒸
気
か
ら
I
H加
熱
に
変

え
て
か
ら
、
そ
の
問
題
が

改
善
し
、
加
熱
時
聞
か

ω

分
か
ら
1
分
へ
と
短
縮
。

生
産
効
率
が
向
上
し
た
。

l
H方
式
の
箱
の
申
で
ダ
イ
ス
を
加
熱
す
る

作
業
員

蒸
気
な
ど
の
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
多
く
利
用
す
る
同

工
場
で
は
今
回
の
改
善
事

例
を
踏
ま
え
、
タ
イ
ヤ
の

製
造
工
程
に
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
効
果
を
も
た
ら
す
電
気

機
器
を
導
入
し
て
い
く
方

針
だ
。
田
所
敏
彦
設
備
課

電
気
作
業
長
は
「
投
資
額

以
上
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

果
が
得
ら
れ
て
い
る
」
と

I
H加
熱
方
式
を
評
価
す

る。
同
社
は
口
年
の
創
業
1

0
0周
年
に
向
け
全
社
一

丸
で
環
境
経
営
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
同
工
場
で
も

産
業
廃
棄
物
の
削
減
や
省

エ
ネ
活
動
な
ど
を
一
層
強

化
し
て
い
く
方
針
だ
。

（
お
わ
り
、
一
一
一
重
支
局

長
・
堀
信
一
）

事業所概要
【三重工場】 b所在地
＝三重県伊勢市御薗町

高向1038、0596・28・31
5lt>主要製品目＝大型
トラック・パス・ライ
トトラック・ RV車用
タイヤb年間エネルギ
ー使用量 Cl4年度）＝
4万8000キロは（原油換
算） t>年間C02排出
量（同） ==9万トン


